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１． はじめに 
 第 17 回阿南市子どもフェスティバルが『み








日時：令和元年 10 月 27 日（日） 
   9:30～14:00 
場所：阿南市スポーツ総合センター 
 
３． 実施内容 
 イライラ棒のコースは，銅管を曲線にレイ
アウトした 3 次元空間（図１）に広がってい
る。イライラ棒の持ち手は塩化ビニル製で先
端にフック状の金属がついている。ルールは，
イライラ棒の先端をコースの銅管と接触させ
ずにスタートからゴールまで移動することで
ある。接触した時に電流や振動ではなくイラ
イラ棒の持ち手にある白色 LED を点灯させ
る。 
 イライラ棒の装置について説明する。マイ
コン（PIC）にて動作を制御している。イライ
ラ棒とコースとの接触を感知する入力とスタ
ート，ゴールの非接触センサ（赤外線センサ）
がある。出力としてはスピーカ，時間計測用
の７セグメントおよび状態表示用 LED 等が
ある。スタートすると数曲の中からランダム
選択された音楽が演奏され，時間計測の開始
や「プレイ中」と表示されたアクリル板（状
態表示用 LED）を点灯する。コースの途中で
イライラ棒がコースの銅管に触れると，失格
音を再生してイライラ棒の白色 LED が点灯
する。また，時間計測をストップしタイムが
表示され，「プレイ中」の状態表示が消灯する。
ゴールすると，祝福音を再生して，走破タイ
ムを点滅させる。「やったね」が表示されたア
クリル板が点灯し，「プレイ中」が消灯する。 
当日の様子を図２に示す。 
 
 
図１ イライラ棒のコース 
 
 
図２ 当日の様子 
 
４． まとめ 
 低学年から保護者まで幅広い年齢層の方々
がブースを体験してくれた。時間計測をして
いたので走破タイムを短くするために，一度
クリアしても何度もチャレンジをする人もお
り歓声に包まれ盛況であった。 
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